

















Interactions among Self, Action, and Environment  
in Career Change:
A Theoretical Study of Working Identity
Keiko Muromatsu
<Abstract>
　　Ibarra ʼs Working Identity （2003） is a study of transitions by midcareer 
professionals who voluntarily change their careers.  From her qualitative research she 
induces, as the bookʼs subtitle states, “Unconventional Strategies” for reinventing 
careers.  These “unconventional” ideas are supported by the interdisciplinary research 
cited in her study.  The aim of this paper is to find and analyze the theories behind 
Working Identity.  It suggests that the basis of her study lies in her premise about self as 
well as the link between thought and action.  Drawing upon interdisciplinary research, 
this paper interprets Ibarraʼs theory, proposing the dynamics of career change that are 
driven by interactions among self, action, connection and sense-making.  It concludes 
that the dynamics of career change can, in fact, be thought of as a triadic reciprocality 
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（Bandura, 1985） involving personal factors （self）, behavior, and environment; the 
paper locates the self in phenomenological psychology, behavior in social learning 
theory, and environment in life-span developmental psychology. 
キーワード： 可能自己、 3 者間相互作用説、トランジション、ミッドキャリ
ア、キャリアチェンジ











代の理想とされるプロティアン・キャリア （Hall, 1976） の一側面の研究が遅れ
ているということである。
　そのような中、ミッドキャリアにある職業人が自発的にキャリアチェンジを






















択、意思決定、トランジション、に焦点をあてる。第 3 節は、Ibarra （2003） の




















第 3 ステップでは、第 1 ステップと第 2 ステップで得られた事実、すなわち自
分の適性と職業に要求される条件や報酬とをマッチさせる。Parsons （1909: 6 ） 
は、「自分自身を徹底的に研究することが人生を真に計画する基礎となる」と
述べ、 第 1 ステップの自己理解を重視する。この理論により個人の興味や適
性、性格を測る評価尺度やテストが心理学者によって開発されるようになっ
た。
　特性因子理論から生まれた Holland （1959） の個人環境適合理論は、職業選択
は個人の興味と環境の適合を達成することであり、その適合こそが職業満足と
職業の安定へとつながると考える。職業パーソナリティとそれに対応する職業






et al., 2002）。この RIASEC タイプやその変種は、今日普及している興味調査
票、例えば、Campbell Interest and Skills Survey、Kuder Occupational Interest Inventory、
Strong Interest Inventory （ストロング職業興味検査）、UNIACT 等にも現われて






と、Krumboltz （1979） の 7 段階の意思決定プロセスがあげられる： 1 ） 課題・
問題を明確にし、選択肢をあげる、 2 ） 課題解決のための具体的な行動計画を
立てる、 3 ） 価値基準を明らかにする、 4 ） 代替案をつくる、 5 ） 予測される
結果を考える、 6 ） 情報をさらに収集する、 7 ） 具体的に行動する。また、ア
メリカでは様々なアセスメントツールがオンラインで使用可能であるが、その






























はどうか」（Bridges, 1980/1994: 168） と勧めている。第 3 局面では、新しい始
まりの接近を知らせる内的なサインに注意しなければならない。





提示するトランジションへの対処の 3 つのステップは、 1 ） 変化を見定める 
（トランジションのタイプを認識する）、 2 ） リソースを点検する （ 4 つの S、



















3 ．Ibarra （2003） の概要と特徴
　Ibarra （2003） は、新しいキャリアを見つけるために時間とエネルギーの大部
分を費やすのは内省や計画策定ではなく、行動であると主張する。自らのアプ
ローチを「試して学ぶ方法」と呼ぶ。Ibarra （2003） の主張には、 2 つの要とな
る考えがある。第 1 に、人は 1 つの自己ではなく多数の自己をもつと考える。
第 2 に、キャリアを変えることはアイデンティティを変えることである、とい
う考えである。従来のアプローチは、真の自己 （true self） が 1 つ存在すること
を前提とし、また、「適切な」キャリア （“right” career） も存在することが前提
とされている。従って、内省により真の自己の属性を理解すれば、適切なキャ
リアを見つけることができると考える。これに対し、Ibarra （2003） の考えで





































































　行動を重視するという Ibarra （2003） の特徴が明らかになったが、なぜ行動
するべきであるのかという点については明確ではない。次節においては、行動
に焦点をあてつつ Ibarra （2003） 理論についての筆者の解釈と分析を示す。






来の『行動する前に考える』という論理を逆にしなければならない （we must 
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　Minzberg （1987） は、 3 つの経営戦略について論じている。計画立案型戦略、
創発戦略、工芸製作型戦略である。計画立案型戦略とは、論理的に計画を立て
その後それが実行されるやり方であり、経営学の文献で一般的とされるイメー
























となる。Mintzberg （1987） の 3 つの戦略の中で、小さな勝利の行動様式と相性
がよいのは、必然的に工芸製作型戦略であるといえる。
　これらの経営戦略と心理学の視点から Ibarra （2003） の戦略を検討すると、
思考してから考えるという論理を逆にすると、それは Mintzberg （1987） の創発
戦略に相当し、万事を偶然に任せることになる。筆者は、思考と行動の順序を
逆にするというのは Ibarra （2003） の誇張であり、試して学ぶ方法はむしろ行
動と思考のリンクを重視する工芸製作型戦略に相当する、と解釈する。
4．1．2　従来の戦略 vs. Ibarra （2003） の戦略
　思考と行動についての関係性を踏まえて筆者は、Ibarra （2003） が対比する
キャリアチェンジの 2 つの方法を図 2 のように解釈し図解する：
図 2 　比較
















































　Ibarra （2003） の可能性の選択という点に関して、筆者は Marukus & Nurius 
（1986） の可能自己の選択と構築が関連していると解釈する。Markus & Nurius 
（1986） は、可能自己の選択と構築は発達であり、個人が積極的に行う責任を
負うものであることに言及している。










落の研究プロジェクトの追跡調査が Ibarra （2003） の研究につながったと述べ
ている。それがどの研究であるのかについては述べていないが、筆者は Ibarra 
（1999） であると解釈する。Ibarra （1999） は、Markus & Nurius （1986） で扱われ
なかった自己構築のプロセスについて論じている。それは、昇進した新しい役
割への適応のプロセスである。それが、キャリアチェンジのプロセスでもある



















目の中で断片的に説明されているため Ibarra （1999） ほどプロセスがはっきり
と示されていない。また Ibarra （2003） では暫定自己という用語も現れない。
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しかし、筆者は、Ibarra （1999） の企業内での適応プロセスが Ibarra （2003） の
キャリアチェンジというトランジションへと応用されたのであると考える。




















る。Ibarra （1999） で示された可能自己の選択と構築のプロセスは、Ibarra 
（2003） では取り上げられていないが、Bandura （1977） の観察学習 （モデリン
グ） にそのルーツがあると筆者は考える。
　他人の行動を観察する代理性の経験に基づく学習を Bandura （1977） は、観
察学習あるいはモデリングと呼ぶ。その過程は 4 つの下位過程から構成され





　Ibarra （1999） の観察のプロセスは、Bandura （1977） の注意過程と保持過程、
つまり数あるモデル事象から選択的に情報を収集するプロセスとそれを象徴的
表象としてコード化し記憶にとどめる過程に該当する、と考えられる。
　Ibarra （1999） の暫定自己で試すプロセスは、Bandura （1977） の運動再生過程
に相当する。つまり、象徴化されたモデルの行動パターンを試し、自分とモデ
ルの行動のずれを修正していく段階である。
　Ibarra （1999） の評価のプロセスは、Bandura （1977） の動機づけ過程に相当す
るといってよいであろう。どちらのプロセスも、観察してきた行動が自分に適
しているかどうかという判断を行うプロセスである。Ibarra （1999） の内的評価
は、Bandura （1977） の 自 己 強 化 に 相 当 し、Ibarra （1999） の 外 的 評 価 は、
Bandura （1977） の外的強化に相当する、と言えよう。








　本稿では、第 3 節で Ibarra （2003） があげたキャリアチェンジを促す 3 つの
行動をみた：工芸製作型実験、人間関係を変える、意味づけをするである。そ
れら 3 つは図 1 で見たように並列に扱われ関連性は示されていない。これに対
































行動）、人間関係 （Connection） の相互関係である。これを筆者は、図 5 をもっ
て表す：
図 ５ 　キャリアチェンジのための自己・行動・人間関係のダイナミクス






　図 5 の 3 者の相互関係と同様の関係を表す理論がある。それは、Bandura 
（1977, 1985） の 3 者間相互作用説 （図 6  ③） である。
　Bandura （1977） は、行動 （B: behavior） と個人的要因 （P: personal factors） と
環境要因 （E: environmental factors） の 3 者の全てが互いに結びつき、等しく二
方向的に影響を及ぼすという図 6  ③に示したモデルによって人間の行動を捉
える理論を主張した。これを Bandura （1977） は相互的決定論と呼び、 3 者間
の相互作用であることから、 3 者間相互作用説 （Bandura, 1985） とも呼ばれて
いる。この 3 者間相互作用説は、それまでの人間の行動の捉え方に対する批判
から生まれた。
　Bandura （1985） は、これまで提案されてきた人間の行動の規定関係を図 6 の
①と②のように示し、自ら提案する図 6  ③と比較することによって①と②の
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不適切さを指摘している：
図 ６ 　 「個人」（P）とその「行動」（B）と「環境」（E）という間の 3 つのタイプの
関係を図式的に示している。
① 一方的な関係 ② 部分的に二方向的な関係 ③ 相互的な関係
















けではなく、環境や個人へ影響を与える。これを Bandura （1977） は 3 者間相
互作用説として、図 6 ③のように図式化したのである。
　Bandura （1985） は、 3 者間相互作用説の P  （個人的要因） （Bandura, 1977） に
ついて、認知的要因あるいは認知過程と呼ぶ場合もある。そして、行動の決定
因として認知的要因を重視している。
　Bandura （1977, 1985） の 3 者間相互作用説は Ibarra （2003） には現われない。




























　暫定自己を試しながらなりたい自己をみつける Ibarra （2003） の戦略に従え
ば、自己効力感は高く保たれると予想される。なぜならば、人は成功の見込み
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Snygg （1959） は、“ 知覚の場 ” という概念を使い、行動は知覚の場によって決






















すなわち自己）、B （行動）、E （環境、すなわち人間関係） の 3 者間相互作用説
に適用したことに加え、現象学的心理学の考え方を採用することにより、意味
づけとその結果生まれる物語を P （個人的要因、すなわち自己） とする。これ
により、キャリアチェンジのダイナミクスの相互作用が、P、B、E の 3 者間
相互作用説としてシンプルな説明が可能となる。これは、Bandura （1985） が P
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Bandura （1977, 1985） の 3 者間相互作用説として捉えた。各々の領域は、自己 
（P） は現象学的心理学、行動 （B） は社会的学習理論、環境 （E） は生涯発達心
理学の理論を底流とし、自己、行動、環境の 3 者が相互に作用する知覚の場で
あると結論する：
図 7 　Working Identity を支える理論
　梶田 （1988） は、心理学的自己意識研究を支える主要な理論的潮流として 3
つの流れをあげている。第 1 は、精神分析学を背景とした Freud や Erikson の
流れであり、Erikson のアイデンティティ理論が含まれる。第 2 は、現象学を
背景とした Combs や Snygg の現象学的心理学であり、ゲシタルト心理学もこ
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の流れを受けている。第 3 は、James の客我論の流れを受けた社会心理学であ
る。
　Working Identity を支える理論図 （図 7 ）において、自己の領域についてみる
と、自己は主我と客我の 2 面性を持つ。客我には可能自己 （possible selves）、









　次に、環境の領域を見ると、そこには Winnicott （1971） の良い母親 （good-
enough mother） や Bowlby （1988） の安全基地 （secure base） という発達心理学に
由来する考え方があり、それが Levinson et al. （1978） のメンター （mentor） に








明かすことを研究の目的とした Ibarra （2003） 理論の背景は図 7 に示した理論
図によって示されると筆者は結論する。
　慣例に従わない斬新な戦略を導き出した Working Identity の理論を解き明か
す目的で研究を進めてきたが、語り、物語といった領域が今後への課題として
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